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◎定時総会開催案内

「第百九回定時総会開催案内」
◎午さん会講演録

『最近の電力需給とその背景について』
 　　　　　   ／関西電力株式会社　エネルギー・環境企画室　担当部長
 　　　　　　　エネルギー・環境政策グループ　チーフマネジャー　　　辻森　耕太　氏

倶楽部からのご案内

「
電
気
記
念
日
祝
賀
会
」ご
案
内

日　

時 

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日
（
金
）

 

十
五
時
〜
十
六
時
四
十
分

会　

場 

中
央
電
気
倶
楽
部　

五
階
大
ホ
ー
ル

　

一
、
祝　
　

典

 

十
五
時
〜
十
五
時
三
十
分

　
　

式　

辞

　
　
　
　

電
気
記
念
日
行
事
関
西
実
行
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長

　
　

来
賓
祝
辞

　
　
　
　

近
畿
経
済
産
業
局
長
殿

　
　
　
　

関
西
電
力
株
式
会
社
社
長
殿

　
　
　
　

ア
ー
ク
灯
・
白
熱
灯

　
　
　

 

（
竹
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
電
球
）
点
灯
式

　
　

表　

彰

　
　
　
　

傘
寿
功
労
者
に
感
謝
状
贈
呈

　

一
、
記
念
講
演

 

十
五
時
四
十
分
〜
十
六
時
四
十
分

　
　

演　

題　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

ト
レ
ン
ド
と
将
来
像（
仮
）」

　
　

講　

師　

E
Y
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
・
ア
ン
ド
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

早
瀬　
　

慶　

氏

※ 

対
象
者
に
は
招
待
状
ま
た
は
案
内
状
を
お
送
り
し

ま
す
。

※ 

電
気
記
念
日
祝
賀
会
の
た
め
、三
月
二
十
四
日（
金
）

終
日
、囲
碁
・
将
棋
室
・
撞
球
室
・イ
ン
ド
ア
ー
練
習
場

は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

当倶楽部の既設音響貸室（Hall.511.513.317.215）
をご利用でマイク＆インターネットのご用命があれば、
貸室マイクとスピーカーを利用した相互リモート通話
システムを無料でお使いいただけます。リモート用の
パソコンをご持参いただければ、システムの設定や準
備は当倶楽部の技術員がサポートしますので、当日は
お鞄ひとつでご来館いただくことも可能です。

「リモート会議の運営を任されたけど、高価な機材の
購入や複雑なシステムの導入はちょっと‼」「重い
機材の運搬や下準備、当日の設営を考えると気持
ちが重くなる。」そんな方には当倶楽部の【リモート
会議音声サポート】を是非ご利用ください。

※ 音声のみのシステムですのでプロジェクター＆スクリーン、カメラの併用
をお勧めいたします
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（R.5.1.末現在）

法人指定会員
1,199名

個  人  会  員
239名

2月のスケジュール ２
3月の予定

第109回定時総会 4

写　真 5

年賀交歓午さん会 6

講演録 7～15

倶楽部だより 16～17

同好会だより 18～19

倶楽部からのご案内 20

目　次

創　　立：大正3年11月

建物（本館）：昭和5年竣工

会 員 数：1,438名

「近代化産業遺産」プレート

毎週金曜日の午さん講演会は、下
記の要領で開催いたしております
ので、多数ご出席ください。
出席資格：倶楽部会員およびご同

伴の方、会員会社の社
員の方

時　　間：12時～１3時40分頃
（講演12時40分～１3時40分）

場　　所：3階大食堂
食 事 代：一人会員2,200円（税込）

非会員2,500円（税込）
予　　約：不要
着　　席：自由着席

午さん講演会に
ご出席のおすすめ

二
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

一

水

電
寿
会
例
会

絵
画
部
（
水
彩
画
）（
B
一
〇
号
室
）

社
交
ダ
ン
ス
教
室
（
B
一
〇
号
室
）

二

木

三

金

午
さ
ん
会
（
電
壮
会
・
青
年
会
合
同
）

　
　

講
演
『
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

〜
子
も
孫
も
、
そ
し
て
あ
な
た
自
身
も
〜
』

（
株
）
イ
ン
グ
ラ
ム
ジ
ャ
パ
ン　

代
表
取
締
役

（
財
）
日
本
教
育
支
援
機
構　

主
席
研
究
員

笹
田　

能
美　

氏

四

土

囲
碁
部
委
員
会
（
十
一
時
・
三
〇
二
号
室
）

囲
碁
部
例
会
（
十
三
時
〜
十
七
時
）

撞
球
部
例
会

五

日

六

月

青
年
会
例
会

七

火

安
全
祈
願
祭
（
屋
上
稲
荷
神
社
前 

十
一
時 

テ
ナ
ン
ト
・
工
事
関
係
業
者
合
同
）

八

水

社
交
ダ
ン
ス
教
室
（
B
一
〇
号
室
）

九

木

十

金

午
さ
ん
会　

講
演
『
手
数
料
が
世
界
経
済
を
決
定
す
る

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
の

形
成
か
ら
現
代
ま
で
』

京
都
産
業
大
学　

経
済
学
部

教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
木　

俊
明　

氏

十
一

土

建
国
記
念
の
日

十
二

日

十
三

月

十
四

火

十
五

水

社
交
ダ
ン
ス
教
室
（
B
一
〇
号
室
）

十
六

木

十
七

金

午
さ
ん
会　

講
演
『
緊
迫
す
る
台
湾
情
勢
と
米
中
対
立
の
行
方
』

東
京
外
国
語
大
学

教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
笠
原　

欣
幸　

氏

十
八

土

初
・
中
級
者
向
け
囲
碁
教
室
（
十
時
〜
十
二
時
・
二
〇
五
号
室
）

囲
碁
部
指
導
日

い
な
づ
ま
句
会
（
三
一
七
号
室
）

麻
雀
部　

大
会

十
九

日

二
十

月

二
十
一

火

ゴ
ル
フ
部
例
会
（
宝
塚
G
C
）

二
十
二

水

理
事
会

第
一
〇
九
回
定
時
総
会
（
十
三
時　

五
階
大
ホ
ー
ル
）

社
交
ダ
ン
ス
教
室
例
会
（
B
一
〇
号
室
）

二
十
三

木

天
皇
誕
生
日

写
真
部
撮
影
会
（
須
磨
離
宮
公
園
）

二
十
四

金

午
さ
ん
会　

講
演
『
岸
田
政
権
と
統
一
地
方
選
挙
の
行
方

〜
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
政
治
を
考
え
る
〜
』

N
H
K
放
送
文
化
研
究
所

主
幹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田　

敏
男　

氏

二
十
五

土

将
棋
部
例
会
（
指
導
な
し
）

二
十
六

日

二
十
七

月

二
十
八

火

※
予
定
変
更
の
場
合
は
改
め
て
連
絡
い
た
し
ま
す
。

令
和
五
年
電
気
記
念
日
祝
賀
会

三
月
の
午
さ
ん
会
講
演（
予
定
）

◎
三
月
二
十
四
日（
金
）五
階
大
ホ
ー
ル

（
詳
細
は
二
十
ペ
ー
ジ
に
て
案
内
）

◎
三
月
三
日
（
金
）

　

講
演
『
徳
川
家
康

〜
わ
れ
一
人
腹
を
切
て
、
万
人
を
助
く
べ
し
〜
』

　
　
　
　
　
　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

名
誉
教
授　
　
　
　
　
　

  
笠
谷　

和
比
古　

氏

◎
三
月
十
日
（
金
）

　

講
演
『
大
相
撲
大
阪
場
所
の
見
所　

話
題
の
力
士
』

　
　
　
　
　
　

産
経
新
聞
社　

東
京
本
部　

運
動
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

宝
田　

将
志　

氏

◎
三
月
十
七
日
（
金
）

　

講
演
『
少
子
化
・
子
育
て
・
日
本
の
未
来

〜
孫
持
ち
世
代
の
意
識
の
持
ち
方
〜
』

　
　
　
　
　
　

学
生
の
た
め
の
恋
愛
・
結
婚
勉
強
会

　
　
　
　
　
　

社
員
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　

終
活
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
菜　

ち
か
こ　

氏

◎
三
月
二
十
四
日
（
金
）　

休
会

◎
三
月
三
十
一
日
（
金
）

　

講
演
『
甲
子
園
の
審
判
は
見
た
＂
奇
跡
の
試
合
”
』

　
　
　
　
　
　
（
有
）オ
フ
ィ
ス
キ
ジ
マ　

代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　

元 

高
校
野
球
審
判
、関
西
大
学
野
球
部
主
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

木
嶋　

一
黄　

氏

二
月
の
午
さ
ん
会
講
演

◎
二
月
三
日
（
金
）

　

講
演
『
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

〜
子
も
孫
も
、
そ
し
て
あ
な
た
自
身
も
〜
』

（
株
）
イ
ン
グ
ラ
ム
ジ
ャ
パ
ン　

代
表
取
締
役

（
財
）
日
本
教
育
支
援
機
構　

主
席
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笹
田　

能
美　

氏

◎
二
月
十
日
（
金
）

　

講
演
『
手
数
料
が
世
界
経
済
を
決
定
す
る

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
の

形
成
か
ら
現
代
ま
で
』

京
都
産
業
大
学　

経
済
学
部

教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

玉
木　

俊
明　

氏

◎
二
月
十
七
日
（
金
）

　

講
演
『
緊
迫
す
る
台
湾
情
勢
と
米
中
対
立
の
行
方
』

東
京
外
国
語
大
学

教
授　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
笠
原　

欣
幸　

氏

◎
二
月
二
十
四
日
（
金
）

　

講
演
『
岸
田
政
権
と
統
一
地
方
選
挙
の
行
方

〜
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
政
治
を
考
え
る
〜
』

N
H
K
放
送
文
化
研
究
所　

主
幹　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

島
田　

敏
男　

氏

※
二
月
よ
り
食
事
代
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
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「立春大吉」　  個人会員　猪谷　勇三　君　撮影

　

梅
は
春
を
告
げ
る
一
番
バ
ッ
タ
ー
で
す
ね
！

　

出
入
り
の
植
木
屋
さ
ん
か
ら
お
正
月
前
に
毎
年
い
た

だ
く
盆
梅
で
す
。

　

部
屋
中
に
甘
い
香
り
が
充
満
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
部
員　

猪
谷　

勇
三
）

◎午さん会（9月9日）
　『サガレン（樺太）を旅して
　　　〜日本との歴史を顧みる』

ノンフィクション作家　 梯
かけはし

　久美子 氏

◎午さん会（9月16日）
　『町家数寄屋大工さんの技など
　　　　　伝統技術の伝承等』

（株）猪谷工務店
代表取締役　猪谷　勇三 氏

◎午さん会（9月30日）
　『ウクライナから見る日本の
　　　農業政策の課題
　　　〜台湾有事への備え〜』
キヤノングローバル戦略研究所
研究主幹　山下　一仁 氏

第
一
〇
九
回
　
定
時
総
会
開
催
　
ご
案
内

一
、
日　
　

時　
　

二
月
二
十
二
日
（
水
）
十
三
時

一
、
会　
　

場　
　

五
階　

大
ホ
ー
ル

一
、
会
議
の
目
的
事
項

　
　
　

第
一
号
議
案	

令
和
四
年
度
事
業
報
告
の
件

　
　
　

第
二
号
議
案	

令
和
四
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

　
　
　

第
三
号
議
案	

	
令
和
五
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に

	
収
支
予
算
の
報
告
の
件

　
　
　

第
四
号
議
案	
令
和
五
年
度
役
員
選
任
の
件

（
お
願
い
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
収
束
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
自
身
の
体
調
を
十
分
に
ご
確
認
の
上
、
委
任
状
に

よ
る
議
決
権
を
行
使
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
ご
推
奨
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
ご
出
席
さ
れ
ま
す
場
合
は
マ
ス
ク
着
用
な
ど
感
染
予
防
を
最

大
限
ご
配
慮
い
た
だ
く
と
共
に
、同
封
の「
第
一
〇
九
回
定
時
総
会　

議
案
」

を
必
ず
ご
持
参
の
上
、
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
会
場
も
入
場
時
の
検
温
や
会
員
様
の
お
席
の
間
隔
を
広
く
取
る

等
対
策
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
席
数
を
例
年
よ
り
少
な
く
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

●
法
人
指
定
会
員
の
方
は
法
人
代
表
会
員
宛
に
、
個
人
会
員
の
方
は
本
人
宛
に

　
　

別
途
開
催
案
内
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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～
は
じ
め
に
～

　

本
日
は
足
元
で
生
じ
て
い
る
電
力
の
課

題
に
つ
い
て
、
幅
広
く
ご
説
明
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
電
力
の
需
給
状
況
の
お
話
を

し
、
そ
の
後
、
電
気
料
金
の
値
上
が
り
要

因
に
つ
い
て
、
三
つ
め
に
は
昨
今
注
目
を

浴
び
て
い
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

つ
い
て
の
ご
説
明
を
し
て
い
き
ま
す
。

～
電
力
需
給
の
現
状
と
対
応
の
方
向
性
～

「
電
力
需
給
の
現
状
」

　

一
年
ほ
ど
前
の
三
月
、
電
力
の
需
給

ひ
っ
迫
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。
今

夏
も
節
電
要
請
が
ニ
ュ
ー
ス
で
連
日
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
、
皆
さ
ま
も
ご
記
憶

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
冬
は
ど
う

か
と
い
う
と
、
需
給
と
し
て
は
穏
や
か
で

は
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
十
二
月
か

ら
三
月
、
関
西
エ
リ
ア
で
の
「
予
備
率
」

は
五
．
六
％
の
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
の
東
京
電
力
、
東
北
電
力
の
エ
リ

ア
で
は
さ
ら
に
低
い
四
．
一
％
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
政

府
か
ら
無
理
の
な
い
範
囲
で
の
節
電
要
請

が
出
て
い
ま
す
。

　

今
ほ
ど
「
予
備
率
」
と
い
う
言
葉
を
使

い
ま
し
た
が
、
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
補
足

い
た
し
ま
す
。
電
力
の
単
位
に
は
「
ｋ
Ｗ

（
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）」
や
「
ｋ
Ｗ
ｈ
（
キ
ロ
ワ
ッ

ト
ア
ワ
ー
）」
が
良
く
使
わ
れ
ま
す
が
、

ｋ
Ｗ
と
い
う
の
は
、
電
気
の
出
力
の
瞬
間

的
な
高
さ
・
大
き
さ
を
示
し
た
単
位
だ
と

午
さ
ん
会
講
演
録

辻森　耕太 氏  プロフィール
略　歴	 1998年　関西電力（株）　入社
	 2009年　出向　（日本原燃（株））
	 14年　総合企画本部
	 経営効率グループ　マネジャー
	 16年　出向　（電気事業連合会）
	 19年　エネルギー・環境企画室
	 計画グループ　マネジャー
	 21年　現職

関
西
電
力
株
式
会
社

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
企
画
室　

担
当
部
長

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

チ
ー
フ
マ
ネ
ジ
ャ
ー

辻
森　

耕
太  

氏

『
最
近
の
電
力
需
給
と
そ
の
背
景
に
つい
て
』

　
「
箏
で
寿
ぐ
新
春
の
調
べ
」～

年
賀
交
歓
午
さ
ん
会
を
開
催
～

　

一
月
十
七
日
（
火
）、
当
倶
楽
部
三
階
大
食
堂
に
お
い
て
令
和
五
年
の
年
賀
交

歓
午
さ
ん
会
が
開
催
さ
れ
、
五
十
名
の
会
員
が
出
席
し
て
新
年
の
門
出
を
祝
い
ま

し
た
。

　

冒
頭
、
津
賀
理
事
長
が
新
年
の
お
祝
い
の
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
、
穏
や
か
な
新
年

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
の
慶
び
や
、
平
素
か
ら
の
会
員
各
位
の
ひ
と
か
た

な
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
す
る
謝
意
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
津
賀
理
事
長
は
最
近
の
倶
楽
部
の
状
況
に
触
れ
、「
昨
年
は
新
た
な
食

堂
事
業
者
様
を
迎
え
、
長
ら
く
閉
め
て
い
た
喫
茶
室
を
再
開
し
た
ほ
か
、
ホ
ー
ル

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
新
調
し
、
コ
ロ
ナ
は
未
だ
収
束
し
な
い
中
で
も
イ
ベ
ン
ト

や
会
食
、
貸
会
議
室
の
ご
利
用
も
徐
々
に
増
加
し
て
参
り
ま
し
た
。」
と
述
べ
、

今
年
は
干
支
で
あ
る
「
う
さ
ぎ
」
が
跳
び
は
ね
る
が
如
く
、
い
ち
早
く
、
コ
ロ
ナ

前
の
状
況
に
戻
り
た
い
と
願
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
本
年
、
当
倶
楽
部
は
創
立
一
一
〇
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
記

念
式
典
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
電
化
で
社
会
を
変
え
る
と
い
う
夢
を
抱
い
た
先

人
の
方
々
か
ら
引
継
が
れ
て
き
た
中
央
電
気
倶
楽
部
が
、
今
後
も
愛
さ
れ
る
存
在

と
し
て
発
展
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
挨
拶
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
令
和
四
年
春
の
褒
章
に
お
い
て
、
佐
野
吉
彦
様
が
黄
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
た
旨
、
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
元
理
事
長
の
生
駒
昌
夫
様
の
乾
杯
の
ご
発
声
に
よ
り
祝
宴
に
入
り
、

楽
し
く
歓
談
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
箏
で
寿
ぐ
新
春
の
調
べ
」
と
題
し
、
大
阪
音
楽
大
学
特
任
准
教
授

の
片
岡
リ
サ
様
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
祝
宴
会
場
に
は
素
晴
ら
し
い
箏
の
調

べ
と
美
声
が
響
き
、
新
年
に
相
応
し
い
華
や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

締
め
く
く
り
に
、
平
素
か
ら
午
さ
ん
会
に
熱
心
に
参
加
さ
れ
、
令
和
四
年
度
も

皆
勤
賞
を
獲
得
さ
れ
た
土
田
博
様
の
音
頭
で
声
高
ら
か
に
万
歳
三
唱
し
、
年
賀
交

歓
午
さ
ん
会
は
め
で
た
く
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

○年賀交歓午さん会
乾杯の発声

生 駒　昌 夫 氏
（元理事長 •（株）きんでん取締役会長）

祝辞を述べる
津 賀 理 事 長

万歳三唱
土 田　博 氏

「箏で寿ぐ新春の調べ」
大阪音楽大学　特任准教授

片 岡　リ サ 氏
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思
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
瞬
間
的
に
必

要
と
な
る
電
気
の
需
要
（
ｋ
Ｗ
）
に
対
し

て
、
供
給
側
で
あ
る
発
電
設
備
と
し
て
ど

れ
ほ
ど
の
余
力
の
ｋ
Ｗ
が
あ
る
か
、
を
み

た
も
の
が
「
予
備
率
」
で
す
。

　

予
備
率
は
、
お
客
さ
ま
の
使
用
状
況
で

あ
っ
た
り
、
発
電
所
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に

よ
り
、
需
要
側
・
供
給
側
両
方
で
の
動
き

で
変
動
が
生
じ
ま
す
か
ら
、
安
定
供
給
に

は
三
％
の
予
備
率
が
最
低
必
要
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
大
き
な
気
温
変

動
も
あ
る
た
め
に
、
一
般
的
に
は
七
～

八
％
の
予
備
率
が
必
要
だ
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
七
～
八
％
の
十
分

な
予
備
率
が
確
保
で
き
て
い
な
い
の
が
昨

今
の
状
況
で
す
。

　

で
は
、
来
年
に
な
れ
ば
回
復
し
て
い
く

の
か
と
い
う
と
、
残
念
な
が
ら
来
夏
も
引

き
続
き
東
京
エ
リ
ア
は
三
．
三
％
の
見
通

し
で
あ
り
、
来
冬
も
東
京
・
中
部
エ
リ
ア

で
は
五
％
を
切
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
昨
今
の
厳
し
い
電
力
事
情
の
流
れ

は
、
今
年
だ
け
の
ト
ピ
ッ
ク
で
は
な
く
、

継
続
し
て
い
く
と
い
う
見
立
て
な
の
で

す
。

　

需
給
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
状
況
で
震
災

な
ど
の
大
き
な
自
然
災
害
が
起
き
、
発
電

所
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
れ
ば
、
皆
さ
ん

も
ご
記
憶
か
と
思
い
ま
す
が
、
二
〇
一
八

年
に
北
海
道
で
お
き
た
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
の
よ
う
な
事
態
に
陥
い
る
リ
ス
ク
も

高
ま
り
ま
す
。
北
海
道
で
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
は
日
本
で
の
戦
後
初
の
事
態
だ
っ

た
の
で
す
が
、
主
因
は
地
震
で
す
が
、
予

備
率
が
少
な
い
状
況
下
で
は
こ
の
よ
う

な
事
態
も
発
生
し
や
す
く
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

「
電
力
の
供
給
力
低
下
と
そ
の
背
景
」

　

で
は
、
な
ぜ
電
力
の
予
備
率
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
最
初
に
電
源
構
成
の
変
化
か
ら
説
明

を
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　

電
気
と
い
う
も
の
は
つ
く
る
だ
け
つ

く
っ
て
、
あ
と
は
た
め
て
お
け
ば
よ
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
蓄
電
の
技

術
も
進
ん
で
は
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
、

工
場
や
家
庭
で
使
う
電
気
の
使
用
量
に
合

わ
せ
て
発
電
所
を
機
動
的
に
動
か
し
、
供

給
側
と
需
要
側
の
電
気
の
量
が
常
に
同
じ

に
な
る
よ
う
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
供

給
側
の
発
電
機
も
、
機
敏
に
出
力
を
可
変

で
き
る
発
電
機
ば
か
り
で
は
な
く
、
ベ
ー

ス
と
し
て
安
定
的
に
電
気
を
つ
く
り
続
け

る
タ
イ
プ
の
電
源
が
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
タ
イ
プ
の
発
電
を
組
み
合
わ
せ
た
電

源
構
成
と
し
て
お
客
さ
ま
の
需
要
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

一
九
七
〇
年
代
の
二
度
の
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
の
反
省
か
ら
、
石
油
に
ば
か
り

依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
原
子
力
の
開
発

を
進
め
る
な
ど
、
時
間
を
か
け
て
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
構
築
に

努
め
て
き
た
と
い
う
の
が
日
本
の
姿
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大

震
災
以
降
、
原
子
力
発
電
が
停
止
し
、
再

び
石
炭
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
い
っ
た
火
力
発
電
に

依
存
し
て
い
る
状
況
に
逆
戻
り
し
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
太
陽
光
発
電
を
中
心
と
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
流
れ
も

あ
り
、
再
エ
ネ
が
増
え
る
と
い
っ
た
電
源

構
成
に
も
変
化
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
依

然
七
割
を
火
力
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
電
力
需
給
ひ
っ
迫
の
原
因
」

　

需
給
ひ
っ
迫
、
供
給
力
が
不
足
し
て
い

る
原
因
と
し
て
は
、
大
ま
か
に
三
つ
ほ
ど

あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
が
思

い
の
ほ
か
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
元
々
、
国
内
に
は
五
十
四
基
の
原
子

力
発
電
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
規
制
基
準

の
対
応
に
時
間
を
要
し
、
現
在
再
稼
働
し

て
い
る
の
は
十
基
の
み
で
す
。
Ｐ
Ｗ
Ｒ
と

い
わ
れ
る
西
日
本
側
に
多
い
タ
イ
プ
の
も

の
だ
け
が
再
稼
働
し
、
東
日
本
に
多
い
Ｂ

Ｗ
Ｒ
タ
イ
プ
は
東
京
電
力
、
東
北
電
力
含

め
て
再
稼
働
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
が
供
給
力
不
足
の
一
つ
の
要
因
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

二
つ
め
は
、
火
力
発
電
所
の
退
出
で

す
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
子
力
発
電

所
の
停
止
に
よ
っ
て
、
主
役
が
原
子
力
か

ら
火
力
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時

期
に
、
震
災
前
に
あ
っ
た
総
括
原
価
や
地

域
独
占
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
が
高

ま
り
、
同
時
並
行
の
形
で
電
力
の
自
由
化

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
ん
ど
ん

取
り
入
れ
る
べ
し
、
と
い
う
流
れ
か
ら
Ｆ

Ｉ
Ｔ
法
（
固
定
価
格
買
取
制
度
）
が
で
き
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
脱
炭
素
の
流
れ
も
加
わ
り
、

石
炭
は
け
し
か
ら
ん
と
い
う
論
調
が
増
え

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
要
因
が
複
合
的
に
重
な
っ
た

結
果
、
太
陽
が
出
て
い
る
と
き
に
は
太
陽

光
発
電
が
活
躍
し
、
太
陽
が
沈
ん
だ
と
き

だ
け
火
力
発
電
が
活
躍
す
る
と
い
う
シ
ー

ン
が
多
く
な
る
な
ど
、
稼
働
時
間
が
減
っ

た
火
力
発
電
所
は
儲
か
ら
な
い
発
電
所
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
火
力
発

電
所
の
休
廃
止
が
増
加
し
た
わ
け
で
す
。

二
〇
一
六
年
か
ら
の
五
年
間
だ
け
を
み
て

も
休
止
の
火
力
発
電
所
は
増
加
し
、
毎
年

二
〇
〇
万
〜
四
〇
〇
万
ｋ
Ｗ
の
火
力
発
電

所
が
廃
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
総
括
原
価

も
撤
廃
さ
れ
、
自
由
化
の
中
で
生
き
残
る

こ
と
を
求
め
ら
れ
る
電
力
会
社
に
し
て
み

れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
抱
え
き
れ
な

い
状
況
と
な
っ
て
き
た
と
言
え
る
と
思
い

ま
す
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
よ
る
見
通
し
で

も
、
今
後
も
火
力
発
電
の
供
給
力
に
つ
い

て
は
、
新
し
い
電
源
を
つ
く
る
よ
り
も
廃

止
の
方
が
多
い
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
十
年
間
で
二
六
〇
〇
万
ｋ
Ｗ
の

火
力
が
供
給
力
と
し
て
減
少
し
て
い
く
と

い
う
評
価
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

火
力
発
電
所
が
退
出
し
て
い
く
中
で

も
、
火
力
や
水
力
発
電
所
の
補
修
は
電
力

の
高
需
要
期
で
あ
る
夏
場
や
冬
場
は
避

け
て
春
や
秋
に
行
う
、
と
い
っ
た
細
や
か

な
こ
と
も
取
り
組
ん
で
は
い
ま
す
が
、
日

本
全
体
で
プ
ラ
ン
ト
は
高
経
年
化
し
て
い

て
、
補
修
必
要
量
は
だ
ん
だ
ん
と
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
要
は
老
朽
し
て
い
る
発

電
所
に
ム
チ
打
ち
な
が
ら
稼
働
さ
せ
て
い

る
の
で
、
修
繕
が
必
要
な
箇
所
も
増
え
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
春
な

の
に
寒
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
秋
に

入
っ
て
も
暑
さ
が
残
り
続
け
て
し
ま
っ
た

り
し
た
と
き
に
は
、
低
負
荷
期
で
あ
っ
て

も
想
定
以
上
に
電
力
需
要
が
増
え
、
供
給

力
が
不
足
す
る
可
能
性
が
出
て
く
る
わ
け

で
す
。

　

需
給
ひ
っ
迫
の
三
つ
め
の
要
因
は
燃
料

不
足
の
懸
念
で
す
。
こ
れ
は
「
ｋ
Ｗ
（
キ

ロ
ワ
ッ
ト
）」
と
い
う
発
電
能
力
の
高
さ

の
問
題
で
は
な
く
、電
気
を
皆
さ
ん
に
「
送

り
続
け
る
」
と
い
う
「
ｋ
Ｗ
ｈ
（
キ
ロ
ワ
ッ

ト
ア
ワ
ー
）」
の
問
題
で
す
。
資
源
が
少

な
い
わ
が
国
は
、
火
力
発
電
の
燃
料
は
輸

入
に
頼
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ

こ
に
は
当
然
、
そ
の
燃
料
輸
入
が
途
絶
す

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
が
あ
り

ま
す
。

　

特
に
昨
今
で
は
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
経
済
制
裁
を
受
け
て
い

ま
す
。
日
本
が
権
益
を
持
つ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
大

き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
、
サ
ハ
リ
ン
２
も
し

か
り
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
発
令
に
よ
り
、

燃
料
輸
入
が
途
絶
す
る
可
能
性
は
な
き
に

し
も
あ
ら
ず
で
す
。

　

わ
が
国
の
ロ
シ
ア
依
存
度
は
ど
う
か
と

い
う
と
、
現
在
、
発
電
所
で
は
原
油
を
ほ

と
ん
ど
使
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
意

味
で
は
ロ
シ
ア
の
原
油
の
影
響
は
少
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
、

石
炭
は
、
と
も
に
一
〇
％
近
く
を
ロ
シ
ア

に
頼
っ
て
い
る
。
一
〇
％
前
後
だ
と
少
な

い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
安
定
的
な
供
給

を
す
る
上
で
は
決
し
て
あ
な
ど
る
こ
と
の



講演録  最近の電力需給とその背景について

11  CENTRAL ELECTRIC CLUB (2023.2.1)  CENTRAL ELECTRIC CLUB (2023.2.1)  10

で
き
な
い
規
模
で
す
。

　

少
し
振
り
返
る
と
、
二
〇
二
一
年
の
初

頭
に
、
実
は
需
給
ひ
っ
迫
が
発
生
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
燃
料
不
足
が

タ
イ
ト
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
、
ｋ
Ｗ

ｈ
が
不
足
し
か
ね
な
い
事
態
に
な
っ
て
い

た
の
で
す
。
理
由
と
し
て
は
、
強
い
寒
波

が
襲
い
需
要
が
伸
び
る
中
で
、
最
大
の
輸

入
元
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
り
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
一
時
的
に
こ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
十
分
な
燃
料
が

タ
イ
ム
リ
ー
に
確
保
で
き
な
く
な
り
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。

「
電
力
需
給
ひ
っ
迫
へ
の
対
応
」

　

電
力
の
需
給
ひ
っ
迫
に
対
し
て
は
、
当

然
、
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
短
期

的
に
は
、
国
と
し
て
追
加
的
な
燃
料
確

保
、
さ
ら
に
は
「
ｋ
Ｗ
ｈ
公
募
」
と
い
い

ま
す
が
、
送
配
電
会
社
が
電
力
量
を
確
保

す
る
と
い
う
現
実
的
な
取
り
組
み
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
構
造
的
な
対
策

と
し
て
、
脱
炭
素
電
源
を
ど
ん
ど
ん
つ
く

り
、
供
給
量
を
増
や
し
て
い
く
取
り
組
み

も
な
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
冬
は
燃
料

対
策
と
し
て
、
国
の
指
導
の
下
、
ｋ
Ｗ
ｈ

公
募
に
よ
っ
て
各
発
電
事
業
者
が
必
要
な

燃
料
を
し
っ
か
り
確
保
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
社
会
保
険
的
な
手
が
打
た
れ
て
い

ま
す
。
根
本
的
と
ま
で
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

需
給
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
い
く
対
策

が
と
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

短
期
的
に
も
綱
渡
り
を
し
て
い
る
状
態

な
の
に
、
中
長
期
的
に
日
本
の
供
給
は
大

丈
夫
な
の
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
す
。

短
期
的
対
策
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
今
後

は
中
長
期
的
に
い
か
に
供
給
力
を
確
保
し

て
い
く
の
か
と
い
う
点
が
重
要
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
電

気
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
の
規
制

と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
両
方
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
注
目
さ
れ
て
い
る

の
は
、
脱
炭
素
電
源
の
投
資
環
境
を
整
え

る
投
資
促
進
策
で
す
。

　

今
な
ぜ
電
源
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
、
発
電
所
を

建
設
し
て
も
、
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
の
稼
働

を
し
て
く
れ
る
の
か
、
し
っ
か
り
と
投
資

し
た
額
が
回
収
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た

予
見
性
が
見
え
な
い
状
態
に
あ
る
か
ら
と

い
え
ま
す
。
電
力
も
自
由
化
さ
れ
て
い

て
、
ど
れ
だ
け
売
れ
る
か
も
わ
か
ら
な
け

れ
ば
、
お
客
さ
ん
も
取
ら
れ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
中
で
、
コ
ス
ト
回
収

に
二
十
年
、
三
十
年
、
四
十
年
と
か
か
り
、

そ
れ
も
何
千
億
円
も
か
か
る
プ
ラ
ン
ト
の

建
設
に
踏
み
切
れ
る
の
か
は
、
難
し
い
経

営
判
断
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
全
体

の
問
題
で
す
。

　

古
い
火
力
発
電
所
が
次
々
に
退
出
し
て

い
る
な
か
で
、
ど
う
す
れ
ば
新
規
電
源
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
、
今
、
国
の
レ
ベ
ル
で
検
討
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
「
長
期
脱
炭
素
電
源

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
、
脱
炭
素
と
し

て
活
躍
で
き
る
新
し
い
電
源
に
つ
い
て

は
、
固
定
費
を
二
十
年
ほ
ど
得
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
制
度
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
安
心

し
て
発
電
所
を
建
設
で
き
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で
、
制
度
に
つ
い
て
審

議
会
等
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

～
電
気
料
金
値
上
が
り
の
要
因
と
背
景
～

「
電
気
料
金
の
仕
組
み
」

　

次
に
電
気
料
金
の
話
に
移
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
発
電
か
ら
小
売
り
ま
で
、
関
西

で
あ
れ
ば
「
関
西
電
力
」
一
社
が
す
べ
て

を
地
域
独
占
で
受
け
持
っ
て
い
た
昔
と
は

違
い
、
今
の
電
気
事
業
は
大
き
く
分
業
が

進
み
、「
発
電
事
業
者
」、「
送
配
電
事
業

者
」、「
小
売
事
業
者
」
の
三
つ
の
ラ
イ
セ

ン
ス
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

電
気
料
金
は
、
発
電
費
用
と
送
配
電
費

用
と
い
っ
た
必
要
と
な
る
コ
ス
ト
に
、
競

争
環
境
を
踏
ま
え
て
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
発
電
費
用
は
、
自
ら
電
源
を
使
う
場

合
に
は
燃
料
費
、
発
電
所
の
減
価
償
却
費
、

他
か
ら
仕
入
れ
る
場
合
に
は
調
達
料
（
購

入
電
力
料
）
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
関
西

電
力
の
場
合
は
原
子
力
・
火
力
・
水
力
の

費
用
、
最
近
で
は
再
エ
ネ
の
費
用
も
含
ま

れ
ま
す
し
、（
株
）
神
戸
製
鋼
所
や
電
源

開
発
（
株
）
か
ら
も
電
気
を
仕
入
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
購
入
料
も
織
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

送
配
電
に
か
か
る
も
の
と
し
て
は
託
送

料
金
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
鉄
塔
、
送
電
・

配
電
線
等
、
電
気
の
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
支
え
る
費
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
費
用
構
成
自
体
は
、
自
由
化

の
前
後
で
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
自
由
化
前
は
発
電
コ
ス
ト
や
送
電
コ

ス
ト
な
ど
の
す
べ
て
を
関
西
エ
リ
ア
な
ら

関
西
電
力
が
す
べ
て
責
任
を
持
っ
て
い
た

の
で
、
必
要
と
な
る
コ
ス
ト
に
事
業
報
酬

な
ど
を
加
味
し
て
電
気
料
金
と
し
て
請
求

を
し
て
い
た
も
の
が
、
電
力
の
自
由
化
が

進
ん
で
い
く
中
で
、
今
は
か
か
っ
た
コ
ス

ト
を
そ
の
ま
ま
電
気
料
金
と
し
て
請
求
す

る
の
で
は
な
く
、
新
規
参
入
し
た
ラ
イ
バ

ル
と
、
互
い
に
競
争
を
し
な
が
ら
電
気
料

金
が
決
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

お
客
さ
ま
か
ら
見
た
電
気
料
金
の
構
成

と
し
て
は
、
基
本
料
金
、
使
っ
た
電
力
量

に
応
じ
た
従
量
料
金
、
さ
ら
に
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
従
量
料
金
の
な
か
に

は
「
燃
料
費
調
整
制
度
」
に
よ
る
燃
料
費

調
整
額
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
今
の

電
気
料
金
変
動
の
大
き
な
ポ
ー
シ
ョ
ン
を

占
め
て
い
ま
す
。
燃
料
費
調
整
制
度
と

は
、
飛
行
機
の
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
と
似
て
い

て
、
事
業
者
の
効
率
化
努
力
が
及
ば
な
い

燃
料
価
格
や
為
替
レ
ー
ト
の
影
響
を
外
部

化
し
、
で
き
る
だ
け
迅
速
に
電
気
料
金
に

反
映
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
者
の
経
営

効
率
化
の
成
果
の
明
確
化
や
、
経
営
そ
の

も
の
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
一
九
九
六
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
制

度
で
す
。
毎
月
の
見
直
し
が
な
さ
れ
て
い

て
、
輸
入
燃
料
の
三
ヶ
月
か
ら
五
ヶ
月
後

の
平
均
価
格
が
料
金
に
反
映
さ
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

電
力
各
社
の
燃
料
費
調
整
額
は
、
各
社

の
燃
料
構
成
の
割
合
で
あ
っ
た
り
、
基
準

に
な
る
料
金
の
改
定
時
期
に
よ
っ
て
差
は

あ
り
ま
す
が
、
輸
入
し
て
い
る
燃
料
価
格

の
上
昇
が
反
映
さ
れ
、
上
昇
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
規
制
料
金

の
お
客
さ
ま
に
つ
い
て
は
消
費
者
保
護
の

観
点
か
ら
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
そ

れ
を
上
ま
わ
る
燃
料
費
調
整
は
行
わ
れ
ま

せ
ん
。
一
方
、
自
由
料
金
に
は
そ
う
い
う

条
件
が
な
い
場
合
も
多
く
、
そ
の
場
合
、

燃
料
費
が
上
が
り
続
け
れ
ば
、
そ
れ
に
応

じ
て
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促

進
賦
課
金
」
で
す
が
、
こ
れ
は
「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
」

と
「
Ｆ
Ｉ
Ｐ
」
の
二
つ
の
制
度
が
関
わ
っ

て
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
再
エ
ネ
導
入
を
促

進
す
る
た
め
の
も
の
で
す
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
は

固
定
価
格
で
買
い
取
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｐ
は
再
エ

ネ
事
業
者
が
市
場
で
売
電
し
た
と
き
、
そ

の
価
格
に
応
じ
て
一
定
の
補
助
金
を
上
乗

せ
す
る
制
度
で
す
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
と
は
、
例
え

ば
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
発
電
し

た
電
気
を
二
十
年
間
に
わ
た
り
一
定
価
格

で
買
い
取
る
仕
組
み
で
す
。
そ
の
買
取
価

格
は
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

も
そ
も
の
二
十
年
間
の
コ
ス
ト
は
、
国
民

み
ん
な
で
負
担
し
よ
う
と
い
う
仕
組
み
が

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
太
陽
光
発
電
が
ど

ん
ど
ん
増
え
れ
ば
、
皆
さ
ん
の
負
担
す
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金

も
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
実
際
に

年
々
増
え
て
い
ま
す
。

「
電
気
料
金
が
急
激
に高

騰
し
て
い
る
理
由
」

　

以
上
の
電
気
料
金
の
仕
組
み
と
内
訳
を

踏
ま
え
た
上
で
、
足
元
の
電
気
料
金
が
な

ぜ
急
激
に
上
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
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か
。

　

先
ほ
ど
も
ご
説
明
し
た
通
り
、
現
在
、

日
本
は
電
力
の
七
割
を
火
力
に
依
存
し
て

い
ま
す
。
石
炭
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
燃
料
の
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
価
格
上
昇

が
燃
料
費
調
整
制
度
を
通
じ
て
料
金
に
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
油
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
を
受
け
て
、
世
界
的
に
一
バ
レ

ル
百
三
十
ド
ル
を
突
破
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
過
去
に
な
い
高
い
水
準
で
す
。
先
ほ

ど
触
れ
た
よ
う
に
、
発
電
に
は
あ
ま
り
石

油
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
影
響
は

軽
微
な
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
し
ま

う
の
で
す
が
、
石
油
価
格
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
含

め
た
様
々
な
燃
料
価
格
の
指
標
と
な
っ
て

い
る
場
合
が
多
く
、
石
油
価
格
が
上
が
れ

ば
、
他
の
燃
料
価
格
も
一
緒
に
上
が
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

石
炭
も
こ
の
十
年
で
最
高
値
に
な
っ
て

い
ま
す
。
環
境
に
は
悪
い
が
安
い
と
い
う

の
が
石
炭
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
足
元
で

四
、五
倍
に
も
高
騰
し
て
い
ま
す
か
ら
、
も

は
や
安
い
と
も
言
え
ず
、
石
炭
を
多
く
活

用
し
て
い
る
会
社
は
大
き
な
負
担
が
生
じ

て
い
ま
す
。

　

日
本
が
主
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用

し
て
い
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
も
し
か
り
で
、
世
界
中

で
軒
並
み
高
騰
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
ロ

シ
ア
か
ら
一
〇
％
程
度
し
か
依
存
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
相
当
部
分
を

ロ
シ
ア
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
彼
ら
は
そ
れ
を
埋
め
よ
う
と
し
て
、

カ
タ
ー
ル
を
は
じ
め
、
全
世
界
か
ら
Ｌ
Ｎ

Ｇ
を
買
い
漁
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
煽
り
を

受
け
て
、
ア
ジ
ア
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
価

格
が
上
昇
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

結
果
、
日
本
の
火
力
の
燃
料
費
は
相
当

に
上
が
り
、
輸
入
に
た
い
へ
ん
な
コ
ス
ト

と
労
力
を
要
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
電
力
自
由
化
に
伴
っ
て
、
今
は

「
卸
電
力
市
場
」
と
い
う
電
気
の
売
買
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

電
力
を
仕
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
規
参

入
事
業
者
は
発
電
所
を
持
た
ず
と
も
商
売

が
で
き
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
卸
電

力
市
場
価
格
が
世
界
の
火
力
燃
料
費
高
騰

に
伴
い
、
大
き
く
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

卸
電
力
市
場
価
格
は
、
こ
の
五
年
ほ

ど
、
十
円
を
切
る
値
段
で
し
た
。
安
い
理

由
は
様
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
、

新
電
力
の
参
入
促
進
の
た
め
、
大
手
電
力

会
社
で
余
っ
た
電
気
は
可
変
費
だ
け
で
市

場
に
供
出
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
、

政
策
的
に
電
気
が
安
く
市
場
に
出
さ
れ
て

い
た
と
い
う
背
景
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が

昨
年
か
ら
少
し
上
が
り
、
十
三
円
五
十
銭

く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。
発
電
所
を
持
た

な
い
事
業
者
の
仕
入
値
が
十
円
か
ら
十
三

円
五
十
銭
に
な
り
、
そ
こ
に
託
送
料
金
な

ど
を
勘
案
し
て
、
十
五
円
や
二
十
円
で
売

る
と
い
う
形
態
を
イ
メ
ー
ジ
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
世
界
的
な
化

石
燃
料
価
格
の
上
昇
を
受
け
て
高
騰
を
始

め
、
高
い
時
は
五
十
円
も
超
え
て
お
り
、

二
〇
二
二
年
の
上
期
は
平
均
で
も
二
十
円

を
超
え
る
水
準
で
す
。
寒
さ
が
強
く
な
っ

て
き
た
足
元
で
は
二
十
五
円
、
三
十
円
に

近
い
価
格
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

卸
電
力
市
場
か
ら
安
く
電
気
を
買
い
、

例
え
ば
、
お
客
さ
ま
に
二
十
円
で
販
売
し

て
い
た
の
が
、
市
場
価
格
そ
の
も
の
が

三
十
円
、
四
十
円
に
な
れ
ば
逆
ザ
ヤ
に
な

り
、
商
売
は
成
立
し
な
く
な
る
。
こ
の
よ

う
な
事
例
が
今
、
多
々
発
生
し
て
い
ま
す
。

卸
電
気
市
場
で
電
気
を
仕
入
れ
て
商
売
を

す
る
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
た
い

へ
ん
厳
し
い
状
況
で
、
実
際
、
七
百
社
の

新
規
参
入
事
業
者
が
お
ら
れ
た
わ
け
で
す

が
、
昨
年
一
月
以
降
、
結
構
な
数
の
新
電

力
が
倒
産
に
陥
っ
た
り
、
民
事
再
生
を
申

請
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
手
電
力
事
業
者
に
し
て
も
、

燃
料
の
輸
入
価
格
の
上
昇
に
伴
っ
て
燃
料

費
調
整
額
も
大
き
く
上
昇
し
、
二
〇
二
二

年
十
月
に
は
す
べ
て
の
大
手
電
力
で
調
整

額
が
上
限
に
達
し
ま
し
た
。
規
制
料
金
だ

け
で
す
が
、
も
う
燃
料
費
調
整
額
は
上
げ

ら
れ
な
い
中
で
、
燃
料
費
は
ど
ん
ど
ん
上

が
っ
て
い
る
。
そ
の
差
額
は
電
力
会
社

が
負
担
せ
ざ
る
を
え
な
い
苦
し
い
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

燃
料
価
格
の
高
騰
と
そ
れ
に
伴
う
国
民

生
活
へ
の
打
撃
等
を
踏
ま
え
、
岸
田
内
閣

は
物
価
高
の
克
服
も
含
め
た
総
合
経
済
対

策
と
し
て
、
急
激
な
電
気
料
金
高
騰
に
対

し
、
家
庭
、
企
業
と
も
に
一
ｋ
Ｗ
当
た
り

七
円
か
ら
三
．
五
円
程
度
を
国
が
補
助
金

で
賄
う
と
発
表
し
、
年
明
け
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。
す
で
に
ガ
ソ
リ
ン
で
適
用
さ
れ

て
い
る
も
の
と
似
た
よ
う
な
も
の
で
、
新

電
力
を
含
め
た
電
力
会
社
に
電
気
代
の
値

引
き
を
求
め
、
そ
の
分
は
政
府
が
補
助
す

る
と
い
う
内
容
の
も
の
で
す
。

「
電
気
料
金
を
め
ぐ
る
課
題
」

　

さ
て
、
大
手
電
力
（
旧
一
般
電
気
事
業

者
）
の
規
制
料
金
は
各
社
頭
打
ち
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
状
況
に
耐
え

か
ね
て
、
東
北
電
力
、
中
国
電
力
、
四
国

電
力
、
沖
縄
電
力
、
北
陸
電
力
の
五
社
は

規
制
料
金
の
値
上
げ
を
公
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
も
北
陸
電
力
で
は
四
五
．
八
％
と

い
っ
た
よ
う
に
、
こ
こ
数
年
で
は
考
え
ら

れ
な
い
よ
う
な
率
の
値
上
げ
で
す
。
東
北

電
力
の
場
合
、
料
金
原
価
の
う
ち
の
燃
料

費
の
部
分
が
一
．
五
倍
以
上
に
な
っ
て
い

ま
す
。
輸
入
す
る
石
炭
価
格
が
三
倍
、
四

倍
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で

三
三
％
近
い
値
上
げ
を
申
請
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
ま
ま
の
水
準
で
認
可
さ
れ

る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
国
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
値
上
げ
に

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
電
力
各
社
の
二
〇
二
二
年
度
の

業
績
予
想
を
見
る
と
、
燃
料
価
格
が
あ
ま

り
に
急
激
に
上
が
り
す
ぎ
た
た
め
に
コ
ス

ト
回
収
が
で
き
ず
、
各
社
の
経
常
損
益
は

多
額
の
赤
字
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

燃
料
高
騰
に
対
し
、
規
制
料
金
は
燃
料

費
調
整
に
頭
打
ち
が
あ
り
、
一
方
で
自
由

料
金
は
高
騰
し
続
け
る
結
果
、
自
由
料
金

よ
り
規
制
料
金
の
ほ
う
が
安
く
な
る
、
と

い
っ
た
お
か
し
な
こ
と
も
生
じ
て
お
り
、

国
の
審
議
会
で
も
、
今
後
の
電
気
料
金
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
の
議
論

が
必
要
と
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
生
活
に
と
っ
て
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金
も
大
き
な
負

担
で
す
。
こ
れ
も
太
陽
光
発
電
を
中
心
に

Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
電
源
が
増
え
て
く
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
買
取
費
用
と
し
て
は
全
体
で
四
．

二
兆
円
、
家
庭
で
も
年
間
一
万
円
ほ
ど
負

担
し
て
い
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
も
社
会
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

～
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
と

電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
～

「『
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
』
に

向
け
た
動
き
」

　

最
後
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
、
当
時
の
菅
首
相
が
所
信

表
明
演
説
の
な
か
で
、
日
本
と
し
て
も

二
〇
五
〇
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
目
指
す
と
正
式
表
明
し
、
こ
こ
か
ら

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
動
き
が
大

き
く
加
速
し
ま
し
た
。
二
〇
五
〇
年
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
果
た
す
た

め
、
二
〇
三
〇
年
に
、
二
〇
一
三
年
比
で

四
六
％
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
と
い
う
目
標
も
掲

げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
で
も
目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
と
お
り
、

電
力
の
七
割
を
火
力
に
頼
っ
て
い
る
現
在

の
状
況
が
続
く
と
す
れ
ば
、
二
〇
三
〇
年

の
目
標
も
達
成
は
で
き
ま
せ
ん
。
国
際

的
な
批
判
を
受
け
る
可
能
性
が
出
て
き
ま

す
。

　

二
〇
五
〇
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
と
は
ど
の
よ
う
な
世
界
に
な
る
の
で
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し
ょ
う
か
。
基
本
的
に
は
、
炭
素
を
出
す

も
の
は
使
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

実
際
に
は
、
少
し
の
炭
素
は
出
さ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。
ゼ
ロ
に
で
き
な
い
部
分
と
し

て
想
定
さ
れ
る
の
は
電
力
の
分
野
で
は
な

く
、
非
電
力
の
分
野
で
す
。
例
え
ば
、
輸

送
で
あ
っ
た
り
、
そ
う
い
っ
た
分
野
で
は

炭
素
を
出
さ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
試
算
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
分

は
植
林
で
回
収
し
た
り
し
な
が
ら
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
電
気
、
産
業
な
ど
の
民
生

分
野
に
つ
い
て
は
電
化
や
水
素
、
ア
ン
モ

ニ
ア
な
ど
を
活
用
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２

を
一
気

に
減
ら
し
て
い
く
。
そ
う
い
う
形
が
ひ
と

つ
の
方
向
性
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
今
、
産
業
界
で
は
「
Ｇ
Ｘ

リ
ー
グ
」
と
い
う
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
Ｇ
Ｘ
と
い
う
の
は「
グ

リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」

の
略
で
、
脱
炭
素
化
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
含
む
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体

の
変
革
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
い
う
も

の
で
す
。
Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
と
は
、
脱
炭
素
を

進
め
て
い
く
企
業
が
自
主
的
に
削
減
を
宣

言
し
、
排
出
枠
の
取
り
引
き
を
す
る
よ
う

な
仕
組
み
を
や
っ
て
い
く
場
で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
岸
田
首
相
の
音
頭
の
下
、

「
Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
」
と
い
う
も
の
も
設
け

ら
れ
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
を

構
築
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
脱
炭

素
を
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ

と
が
ま
さ
に
国
レ
ベ
ル
で
も
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
、
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
向
か
う
べ
き
姿
」

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と
脱
炭
素
、

両
者
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
進
め
て
い
け
ば

よ
い
の
か
と
い
う
問
題
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
化
石
燃
料
に
大
き
く
依
存
し
て
い

る
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
を
、
国
も
問
題

視
し
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
あ

り
方
と
し
て
、
安
全
性
（
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
）

を
前
提
と
し
て
、
自
給
率
（
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ

ｙ 

Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
）、
経
済
効
率
性

（
Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ 

Ｅ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｉ
ｅ

ｎ
ｃ
ｙ
）、
環
境
適
合
（
Ｅ
ｎ
ｖ
ｉ
ｒ
ｏ

ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）
の
三
つ
を
同
時
達
成
す
る

「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」
と
い
う
観
点
が
あ
り
ま
す
。

自
給
率
を
安
定
供
給
と
言
い
換
え
れ
ば
、

「
安
定
供
給
」「
経
済
効
率
性
」「
環
境
適
合
」

の
三
つ
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
や
や
も
す
れ
ば
、

足
元
で
環
境
適
合
の
声
が
大
き
く
な
り
す

ぎ
て
安
定
供
給
が
崩
れ
始
め
て
い
る
。
皆

さ
ま
に
節
電
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

る
の
も
、
安
定
供
給
が
少
し
疎
か
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
部
分
も

あ
り
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
安
定
供
給
を

確
保
し
な
が
ら
環
境
適
合
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
さ
ら
に
は
災
害
に

強
い
電
力
を
つ
く
る
た
め
の
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
い
く
の
か
と

い
っ
た
こ
と
を
し
っ
か
り
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
来
て
い
ま
す
。
国

の
レ
ベ
ル
で
も
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
問
題

視
し
て
お
り
、
Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
な
ど
で
議

論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
な
か
で
は
、
足
元
の
危
機
を
克
服

す
る
た
め
の
資
源
確
保
、
再
エ
ネ
の
し
っ

か
り
と
し
た
活
用
、
需
給
緩
和
、
さ
ら
に

は
原
子
力
の
再
稼
働
も
含
め
て
、
こ
の
冬

を
乗
り
切
る
だ
け
で
な
く
、
国
費
の
流
出

も
防
い
で
い
く
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ

と
も
含
め
て
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
長
期
的
な
観
点
で
は
、
再
エ

ネ
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

例
え
ば
北
海
道
か
ら
海
底
直
流
線
を
東
京

エ
リ
ア
に
引
く
と
い
っ
た
送
電
網
の
整

備
、
連
系
線
の
強
化
を
進
め
る
こ
と
や
、

原
子
力
も
運
転
期
間
を
有
効
に
使
い
、
既

設
の
原
子
力
発
電
を
最
大
限
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
よ
う
と
い
っ
た
こ
と
が
打
ち
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、

日
本
も
さ
ら
に
注
力
し
て
い
く
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
送
電
線
が
な

け
れ
ば
再
エ
ネ
も
大
量
導
入
で
き
ま
せ

ん
か
ら
、
コ
ス
ト
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

な
が
ら
、
送
電
線
網
を
ど
の
よ
う
に
導
入

構
築
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と

も
、
具
体
的
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
再
稼
働

で
す
。
特
に
Ｂ
Ｗ
Ｒ
プ
ラ
ン
ト
を
中
心
と

し
て
い
る
東
日
本
エ
リ
ア
で
の
再
稼
働
問

題
で
す
。
加
え
て
、
次
世
代
炉
の
開
発
と
、

そ
の
開
発
環
境
の
問
題
に
つ
い
て
の
議
論

も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
具
体
的

に
脱
炭
素
電
源
へ
の
新
規
投
資
を
促
す

「
脱
炭
素
電
源
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
の
議
論

も
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
五
〇
年
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
な
か
で

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
は
、
様
々
な
議

論
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
今
の

状
況
で
す
。

　

Ｇ
Ｘ
を
進
め
て
い
く
に
は
百
五
十
兆
円

の
投
資
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
政
府
は
「
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
」
と

い
う
も
の
を
発
行
し
、
Ｇ
Ｘ
を
け
ん
引
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
発
行
額
は

二
十
兆
円
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
政

府
は
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
財
源
と

し
て
移
行
債
を
発
行
す
る
と
明
言
し
て
い

ま
す
。「
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
」と
は
、

炭
素
に
値
段
を
つ
け
、
排
出
者
が
脱
炭
素

の
行
動
を
と
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
仕

組
み
で
す
。
ひ
と
つ
は
排
出
権
取
引
、
も

う
ひ
と
つ
は
賦
課
金
と
い
っ
て
い
る
炭
素

税
、
こ
の
二
つ
を
採
り
入
れ
よ
う
と
い
う

議
論
が
大
き
く
進
ん
で
い
ま
す
。

　

排
出
権
取
引
は
、
た
と
え
ば
「
今
年
、

日
本
は
十
億
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
枠
し
か

認
め
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
企

業
は
そ
の
枠
を
お
金
を
出
し
て
買
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
実
際

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
排
出
権
の
取
引
き
は

盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
排
出
権
が
高

く
な
っ
た
り
安
く
な
っ
た
り
し
て
、
企
業

行
動
に
も
こ
れ
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

　

炭
素
税
は
わ
か
り
や
す
い
仕
組
み
で
、

Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
の
元
（
石
油
、
石
炭
、
Ｌ

Ｎ
Ｇ
）
に
課
税
す
る
と
い
う
も
の
で
、
現

在
も
少
し
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
排
出
権
取
引
と
炭
素
税
の
二
つ
を

組
み
合
わ
せ
て
Ｇ
Ｘ
の
財
源
に
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
高
ら
か
に
宣
言
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
、
具
体
的
な
導
入
に
向
け
て

大
き
な
議
論
に
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
も
ご
注
目
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
関
西
電
力
と
し
て
も
、
国

の
目
標
を
に
ら
み
な
が
ら
、
二
〇
五
〇
年

の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

～
さ
い
ご
に
～

　

今
日
の
お
話
の
ま
と
め
で
す
。
足
元
の

状
況
と
し
て
は
、
燃
料
価
格
の
高
騰
に

よ
っ
て
電
気
料
金
が
上
昇
し
、
社
会
の
皆

さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　

肝
心
要
の
安
定
供
給
に
つ
い
て
は
、
老

朽
火
力
の
廃
止
等
に
よ
る
供
給
力
不
足
に

よ
り
、
需
給
に
つ
い
て
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
中
長
期
的
な
対
策
と
し

て
は
、
電
力
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た

め
に
、
た
と
え
ば
発
電
所
を
建
設
し
や
す

い
世
の
中
に
し
て
い
く
と
い
う
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
長
い
目
で
み
れ
ば
、
こ
れ
ま

で
同
様
、
各
電
源
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を

追
求
し
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

実
現
で
き
る
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

国
と
し
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く

方
向
が
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
電

気
事
業
に
お
い
て
は
、
大
き
く
以
上
の
よ

う
な
動
き
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
令
和
四
年
十
二
月
十
六
日

講
演
抄
録
文
責
在
記
者
）
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平
素
、会
員
の
皆
様
方
に
は
い
つ
も
大
変
お
世
話

に
な
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
今
の
原
料
・
材
料
費
の
高
騰
を
受
け
、誠
に

遺
憾
で
は
あ
り
ま
す
が
、二
月
一
日
か
ら
食
堂
の
メ

ニュ
ー
価
格
を
一
割
程
度
上
げ
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。今
後
更
に
内
容
充
実
・サ
ー
ビ
ス
向
上

に
努
め
ま
す
の
で
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆ ランチ以外のメニュー ◆

◇倶楽部ランチ（週替わり料理）
 ￥2,500

◇倶楽部ディナー（肉or魚料理）
 ￥4,800

◇倶楽部弁当（和・洋・中）
 ￥2,500
 ￥3,000
 ￥3,500
◇特製幕の内 ￥4,000～
　（ご予算に応じてご用意させて頂きます。）

◇ご宴会大皿料理（4名様〜）
 ￥2,500/人～

◇パーティーバイキング（11品〜）
 ￥3,500/人～

◇飲み放題（2時間まで）
　※日本酒除く ￥2,600

◆ ランチメニュー ◆

◎
一
階
喫
茶
メ
ニ
ュ
ー

　

か
ね
て
よ
り
会
員
様
よ
り
喫
茶

メ
ニ
ュ
ー
充
実
の
お
声
を
頂
戴

し
て
お
り
ま
し
た
喫
茶
メ
ニ
ュ
ー

を
、
二
月
よ
り
新
た
に
変
更
さ
せ

て
頂
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◎
イ
ベ
ン
ト
メ
ニ
ュ
ー
開
始

　

ま
た
二
月
よ
り
、
三
階
大
食
堂

に
て
、
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を
実

施
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

今
話
題
の
食
材
や
地
域
限
定
の

食
材
・
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
ご
提
供
さ
せ
て
頂
く

予
定
で
す
。

　

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
二
月
：
T
ボ
ー
ン
ス
テ
ー
キ
）

詳
し
い
メ
ニュ
ー
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://w
w

w
.chuodenki-club.

or.jp/m
enu/

食
堂
よ
り
お
知
ら
せ

そ
の
他

キ
ャ
ン
セ
ル
時

ま
た
は

数
量
変
更
時

の
原
則
取
扱

ご
利
用
方
法

メ
ニュ
ー

営
業
場
所

・ 「
貸
室（
ホ
ー
ル
を
含
む
）」で
の
会
食
も
、右
記
と
同
様
、

事
前
に
ご
予
約
を
頂
け
れ
ば
対
応
可
能
で
す
。

・ 

ご
利
用
時
は
会
員
カ
ー
ド
の
ご
提
示
の
徹
底
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

一
営
業
日
前
以
降

当
日
ま
で

三
営
業
日
前
の
午
後
以
降

二
営
業
日
前
ま
で

三
営
業
日
前
の
午
前
中
以
前

・ 

予
約
取
消
、
数
量
変
更
時
の
「
キ
ャ
ン
セ
ル
料
」
は
次

の
通
り

・ 「
三
階
・
倶
楽
部
食
堂
」
は
当
面
一
週
間
前
ま
で
に

ご
予
約
願
い
ま
す
。

  ［
予
約
専
用
電
話
］

　
　
　
（
〇
八
〇–

九
一
六
六–

七
九
六
一
）

　
　
　
　
　
　

月
～
土
曜
日
（
祝
日
除
く
）

  　
　
　
　
　
　

十
一
時
～
十
八
時

・ 

当
面
、
ご
予
約
無
し
の
ご
注
文
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

・ 

ま
た
、
ご
予
約
の
無
い
日
は
営
業
休
止
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
予
め
ご
承
知
お
き
願
い
ま
す
。

・「
食
堂
」
メ
ニュ
ー

・「
喫
茶
（
コ
ー
ヒ
ー
等
を
含
む
）」
メ
ニュ
ー

「
三
階
・
倶
楽
部
大
食
堂
（
特
別
食
堂
を
含
む
）」

「
一
階
・
倶
楽
部
喫
茶
・
一
九
三
〇
」

全
額
支
払
要

半
額
支
払
要

不
要

特製幕の内　￥4,500 倶楽部弁当（中華）　￥2,500

シーフードミックスランチ　￥2,800 ビーフシチューランチ　￥2,800

◎
メ
ニ
ュ
ー
例
（
価
格
は
税
込
）

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
号
の
巻
頭
言「
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
」の
中

で
、理
事
長（
代
表
理
事
）津
賀
一
宏
の
肩
書
き
に

お
い
て
、社
名
の
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
訂
正
い
た
し

ま
す
。

　
（
誤
） パ
ナ
ソ
ニッ
ク
株
式
会
社

　
（
正
） パ
ナ
ソ
ニッ
ク 

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

　

令
和
五
年
一
月
十
一
日（
水
）
当
倶
楽
部

三
一
六
号
室
で
総
勢
六
名
が
集
い
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

総
会
に
お
い
て
は
令
和
四
年
行
事
実
績
お
よ
び

会
計
報
告
、令
和
五
年
の
行
事
計
画
お
よ
び
収
支

計
画
等
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
し
異
議
な
く

承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、役
員
に
つ
い
て
は
代
表

幹
事
は
吉
川
隆
俊
氏
、幹
事
は
妹
尾
由
明
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
就
任
す
る
こ
と
が
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

電
寿
会
で
は
、随
時
新
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。（
正
式
入
会
前
の
体
験
参
加
大
歓
迎
）

毎
月　

原
則
第
一
水
曜
日
例
会

（
十
二
時
か
ら
十
四
時
頃
）

　
　
　

年
二
回
見
学
会
を
開
催（
電
壮
会
合
同
）

　
　
　

会　

費　

一
ケ
月
一
、〇
〇
〇
円

（
上
期
・
下
期
の
半
年
毎
）

　
　
　

 

お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

連
絡
先
は
総
務
三
宅
ま
で

平　

日
…
午
前
十
時
〜
午
後
三
時（
土
曜
休
み
）

料　

金
…
カ
ッ
ト
の
み	

二
、
〇
〇
〇
円

（
会
員
）
カ
ッ
ト
＋
洗
髪	

二
、
五
〇
〇
円

　
　
　
　

カ
ッ
ト
＋
顔
剃	

二
、
五
〇
〇
円

　
　
　
　

フ
ル
コ
ー
ス	

三
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

女
性
顔
剃
・
美
顔
マ
ッ
サ
ー
ジ
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
、
五
〇
〇
円

※
各
種
趣
味
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
自
由
に
お
楽
し
み
下
さ
い
。

理
髪
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

電
寿
会
総
会
を
開
催

テ
ナ
ン
ト
入
居
募
集
中
！！

　

当
倶
楽
部
で
は
、電
気
関
係
事
業
、学
術
と
文

化
、社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、諸
団
体
に
西
館
四
階
の
事
務
所
ス
ペ
ー
ス
に
入

居
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。現
在
一
室（
約
五
二
㎡
）が

空
室
と
な
っ
て
お
り
、パッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
を
新
調
、

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
も
利
用
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
・
地
下
鉄
・
私
鉄
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、

利
便
性
の
高
い
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
あ
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、事

務
所
を
お
探
し
の
団

体
様
に
お
心
あ
た
り

が
あ
り
ま
し
た
ら
、是

非
ご
紹
介
下
さ
い
。

　

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

連
絡
先

倶
楽
部
事
務
局

E
メ
ー
ル
：info-cd@

chuodenki-club.or.jp

（
疋
田
）ま
で
。

●喫茶新メニュー（一部）

きつね（うどん・そば） ￥680

牛丼（味噌汁付き） ￥800

ハヤシライス（サラダ付き）￥780

ケーキセット（コーヒー付き）
（チョコ・レモンチーズ 他） ￥780
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（
注
）

納�

め
句
座（
お
さ
め
く
ざ
）：
年
末
に
行
わ
れ
る
、

座
の
文
学
で
あ
る
俳
句
会
の
こ
と（
季
語
）

冬�

銀
河（
ふ
ゆ
ぎ
ん
が
）：
冬
の
夜
空
に
か
か
る
天

の
川
の
こ
と（
季
語
）、「
天
の
川
」は
秋
の
季
語

露�

天
温
泉（
ろ
て
ん
ゆ
）：
標
高
二
、一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
に
あ
る
露
天
風
呂
、白
馬
鑓
温
泉
で
の
こ
と

聖�

夜
劇（
せ
い
や
げ
き
）：
十
五
・
六
世
紀
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
行
わ
れ
た
素
朴
な
劇
で
、ク
リ
ス
マ
ス・

イ
ブ
に
行
わ
れ
る（
季
語
）

大�

根
焚（
だ
い
こ
た
き
）：
鳴
滝
を
訪
れ
た
親
鸞

上
人
を
村
人
が
大
根
煮
で
も
て
な
し
た
と
い
う

故
事
に
ち
な
み
、了
徳
寺
な
ど
京
都
の
寺
院
で

冬
に
行
わ
れ
る
行
事（
季
語
）

虎�

落
笛（
も
が
り
ぶ
え
）：「
虎
落
」と
は
竹
を
立

て
並
べ
て
作
っ
た
柵
や
竹
垣
の
こ
と
で
、厳
寒
の

夜
空
を
風
が
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
音
を
立
て
て
渡
る

こ
と（
季
語
）

◎
俳
句
部

　

第
八
百
四
十
五
回　

い
な
づ
ま
句
会

俳
誌「
か
つ
ら
ぎ
」主
宰　

森
田
純
一
郎
先
生 

指
導

令
和
四
年
十
二
月
十
七
日

兼　

題　

当
季
雑
詠
五
句

選　

者　

吟

着
ぶ
く
れ
て
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
を
す
り
抜
く
る

毎
日
が
納
め
句
座
と
は
な
り
に
け
り

着
ぶ
く
れ
て
雨
の
堂
島
さ
ま
よ
へ
り

寒
の
雨
溜
め
て
堂
島
川
暗
し

朝
時
雨
ロ
ン
ド
ン
ら
し
く
な
り
に
け
り

い
な
づ
ま
句
抄

○
冬
銀
河
七
千
尺
の
露
天
温
泉
に	

冨
山　

勝
幸

○
落
書
も
あ
る
農
具
小
屋
注
連
飾
る	

難
波　

正
行

○
日
に
包
ま
れ
ゐ
た
る
寝
心
地
干
蒲
団	

木
下　

貴
友

○
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
る
馬
小
屋
や
聖
夜
劇	

広
田　

祝
世

○
堂
内
も
湯
気
ま
た
湯
気
や
大
根
焚	

東
代　
　

舞

○
五
箇
山
の
高
階
泊
て
ば
虎
落
笛	

出
店
智
惠
呼

○
建
て
付
け
の
悪
き
老
舗
や
牡
丹
鍋	

奥
村　

恵
子

○
は
ふ
は
ふ
と
息
吹
き
食
ぶ
る
大
根
焚	

友
岡　

淑
子

○
舟
着
場
沈
む
も
あ
り
て
蘆
茂
る	

前
野
美
枝
子

　

冬
夕
焼
け
葉
の
な
き
桐
の
黒
き
幹	

留
岡　
　

寛

　
グ
ッ
ズ
履
く
女
人
の
多
し
年
の
暮
れ	

野
尻　

弘
輔

（
○
印
選
者
選
）

◎
絵
画
部（
水
彩
画
）教
室

一
月
度（
十
八
日・
水
曜
日
）の
画
材
は
、

「
静
物
：
倶
楽
部
本
館
二
階
」で
し
た
。

次
回
は
二
月
一
日（
水
）「
静
物
：
花
」で
す
。

◎
囲
碁
部 

例
会（
一
月
十
四
日
）

　

成　

績
三　

勝　

四　

段　

竹
内　
　

建　

君

二　

勝　

八　

段　

山
田　
　

進　

君

　

〃　
　

七　

段　

村
上　

幸
夫　

君

　

〃　
　

四　

段　

廣
川　

強
士　

君

　
　
　
　
　
　
　
（
参
加
者　

六
名
）

（
次
回
例
会
は
二
月
四
日（
土
））

◎
将
棋
部 

初
指
し
会（
一
月
七
日
）

　

成　

績
三　

勝　

六　

段　

井
上　

清
志　

君

二　

勝　

六　

段　

井
上　
　

紘　

君

　
　
　
　
　
　
　
（
参
加
者　

六
名
）

（
次
回
例
会
は
二
月
二
十
五
日（
土
）指
導
な
し
）

◎
撞
球
部 

例
会（
一
月
七
日
）

　

成　

績優　

勝	

佐
々
木　

孝　

君

二　

位	

髙
坂　

定
男　

君

三　

位	

馬
塲　

秀
行　

君

四　

位	

大
竹　

一
夫　

君

五　

位	

上
田　

豊
治　

君

（
参
加
者　

十
八
名
）

  

・ 

優
勝
コ
メ
ン
ト

　
「
出
会
っ
た
後
、タ
ッ
チ
し
た
り
キ
ス
し
た
り
と
、

い
い
感
じ
だ
っ
た
の
に
、お
さ
わ
り
し
て
し
ま
い
終

わ
っ
た
。」

　

の
っ
け
か
ら
何
を
言
う
て
る
ん
や
と
お
叱
り
を

受
け
そ
う
で
す
が
、真
面
目
な
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
す
べ
て
ビ
リ
ヤ
ー
ド
用
語
。手
球
と
的
球

と
出
会
わ
せ
て
当
て
る
技
を「
出
会
い
」、球
同

士
が
く
っつ
く
こ
と
を「
タ
ッ
チ
」、球
同
士
の
衝
突

を「
キ
ス
」、キ
ュ
ー
以
外
の
部
分
が
球
に
触
れ
て

し
ま
う
反
則
を「
お
さ
わ
り
」と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
に
も
口
に
出
し
て
言
え
な
い
よ
う
な

用
語
も
あ
る
楽
し
い
四
ツ
球
競
技
で
す
が
、実
は

恋
愛
と
同
様
に
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
難
し
く

奥
が
深
い
競
技
で
す
。

　

今
回
、運
よ
く
恋
が
成
就（
初
優
勝
）し
ま
し

た
が
、ま
た
失
恋
の
繰
り
返
し
で
し
ょ
う
。

　

球
は
無
限
。こ
れ
か
ら
も
新
た
な
彼
女（
球
）と

の
出
会
い
に
胸
と
き
め
か
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
次
回
例
会
は
二
月
四
日（
土
））

◎
撞
球
部
令
和
四
年
度
年
間
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

優　

勝	

石
塚　

正
和　

君

準
優
勝	

冨
山　

勝
幸　

君

清
交
社
の
午
さ
ん
講
演
会
の

ご
案
内

会　

場
…
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
大
阪

　
　
　
　

五
階
ガ
ー
デ
ン
ル
ー
ム

時　

間
…
十
一
時
三
十
分
〜
十
三
時
三
十
分

二
月
七
日（
火
）

講
題『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
後
の
世
界
と
日
本
』

（
公
財
）ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念

２１
世
紀
研
究
機
構

理
事
長　
　
　
　
　

 

五
百
旗
頭　

真　

氏

二
月
十
四
日（
火
）

講
題『
ウ
サ
ギ
の
文
化
誌
で
憂
さ
晴
ら
し

：
コ
コ
ロ
も
カ
ラ
ダ
も
健
や
か
に
』

上
方
文
化
評
論
家　
　

福
井　

栄
一　

氏

二
月
二
十
一
日（
火
）

講
題『
未
定
』

二
月
二
十
八
日（
火
）

講
題『
が
ん
の
放
射
線
治
療　

-最
新
事
情
-』

京
都
大
学
大
学
院 

医
学
研
究
科

放
射
線
腫
瘍
学
・
画
像
応
用
治
療
学

教
授　
　
　
　
　
　
　

 

溝
脇　

尚
志　

氏

※
状
況
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
出
席
ご
希
望
の
方
は
、当
倶
楽
部
事
務
局

　
（
更
谷
）に
二
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◆
会
費
／
三
、〇
〇
〇
円（
昼
食
代
・
消
費
税
込
後
日
精
算
）

　

 

前
日
の
午
後
五
時
以
降
は
、キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発

生
し
ま
す
。

☆
ネ
ク
タ
イ
着
用

◎
ゴ
ル
フ
部 

新
入
部
員
募
集

　

ゴ
ル
フ
部
で
は
、近
畿
の
北
部
を
中
心
と
し
た
名
門
ゴ

ル
フ
場
を
は
じ
め
、色
々
な
ゴ
ル
フ
場
で
月
一
回
の
例
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。幅
広
い
年
代
の
部
員
が
楽
し
く
プ

レ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

倶
楽
部
会
員
の
皆
様
、新
入
会
員
の
皆
様
、ゲ
ス
ト

参
加
も
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
。一
度
ご
参
加
下
さ
い
。

　

又
、
清
交
社
懇
親
競
技
会
も
六
十
年
以
上

（
二
〇
二
二
年
十
月
・
一
二
七
回
大
会
）と
い
う
、歴
史

を
重
ね
て
い
ま
す
。（
部
員
の
紹
介
は
不
要
で
す
。）

　

伝
統
あ
る
ゴ
ル
フ
部
に
ご
入
会
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
要
項

★
当
倶
楽
部
会
員
に
限
り
ま
す
。

★
会　

費   

入
会
金　

三
、〇
〇
〇
円

	

年
会
費　

六
、〇
〇
〇
円（
月
五
〇
〇
円
）

	

競
技
費　

各
自
実
費（
チ
ッ
ト
請
求
）

＊
＊
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
グ
ル
ー
プ
三
瓶
ま
で

◎
麻
雀
部 

第
二
五
九
回 

大
会（
十
二
月
十
七
日
）

　

成　

績優　

勝	

髙
木　

二
弘　

君

二　

位	

橋
爪　
　

守　

君

三　

位	

濱
野
正
一
郎　

君

三　

位	

塚
本　

雄
藏　

君

五　

位	

野
村　

和
夫　

君

（
参
加
者　

二
十
名
）

  

・ 

優
勝
コ
メ
ン
ト　

　

コ
ロ
ナ
禍
の
再
開（
二
回
目
）、令
和
四
年
最
後
の
麻

雀
大
会
が
開
催
さ
れ
た
当
日
の
朝
、阪
急
梅
田
駅
の

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
八
十
才
後
半
の
女
性
が
電
車
を
降

り
る
時
、手
押
し
の
四
輪
車
が
電
車
と
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

の
間
に
車
部
が
挟
ま
れ
、助
け
る
こ
と
を
し
ま
し
た
。

　

人
助
け（
良
い
事
）を
し
た
場
合
、神
様
は
見
て
い
る

様
に
思
い
ま
す
、そ
こ
で
神
様
が
味
方
し
て
優
勝
す
る

こ
と
が
出
来
た
様
に
思
い
ま
す
。

　

毎
回
、麻
雀
大
会
の
お
世
話
し
て
下
さ
る
景
山
委

員
長
、事
務
局
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
好
き
の
皆
様
は
雀
友
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ（
年
四

回
）へ
是
非
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
次
回
大
会
は
二
月
十
八
日（
土
））


